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時間 授業内容 時期 調査内容






1 ・ものづくり（ 振り返り ）
○「事後調査」 ○意識調査Ⅰ、定着度テスト、回路接続テスト
表６　「もののかさと力」と「もののかさと温度」での調査内容
時間 授業内容 時期 調査内容
6 「もののかさと力」（授業） 9月






1 ものづくり（ 振り返り ）
○事後調査 ○意識調査Ⅰ、定着度テスト
この結果は定着度テストの結果にも表れていることか
ら、児童の意識の面からだけでなく能力からもそれが
示された。
５.１.３　定着度テストの結果
①記入式の結果
「電気のはたらき」におけるものづくりの事前と事
後に行った定着度テスト結果のうち、『思考力を問う
問題』（モーターカーを電池１個の時よりも速く走ら
せたい。どのように電池をつなぎますか。下の図に書
いてください）における正答率が図４のように大きく
向上した（p=0.01）。児童が作った作品種別に正答率
を見ると、車系統を作ったグループを除くすべてのグ
ループで、正答率の向上が見られた。『車』を題材と
した問題であるにも関わらず、車系統を作ったグルー
プで正答率の向上が見られなかったのは、授業で学習
した内容を発展したものづくりがされなかった影響で
はないかと考えられる。
さらに、児童が作った作品のつなぎ方別で正答率を
見ると、図５のように、並列つなぎを用いたグループ
で大きく向上が見られたことから、用いたつなぎ方が
正答率に影響していると考えることができる。
も事後の方が有意に大きくなる傾向（p=0.06）が見
られた。このことから、「電気のはたらき」に関する
ものづくりを行ったことにより、児童は『電気』の内
容に対する興味関心が高まったことがわかった。
②理科やものづくりの関心・意欲・態度を問う項目
理科やものづくりの関心・意欲・態度を問う項目の
回答結果を図２に示す。『人と違うことを考えるのが
好き』、『授業に集中できる』、『たくさんの考えがうか
ぶ』において、ものづくりの事前よりも事後の方が有
意（p<0.05）に大きくなった。これは、「児童の思い
や願いを達成した」ものづくりを行った影響が表れた
と考えられる。
５.１.２　意識調査Ⅱの回答結果
ものづくりの毎授業後に回答させた「意識調査Ⅱ」
のうち、『学んだことを友達に説明できる』の回答比
率の推移について図３に示す。『とてもあてはまる』
の項目が第１回目の授業では34％だったが、３回目の
授業では50％に向上した。学習内容を生かしたものづ
くりを行うことで、学んだ知識を振り返ることができ、
知識の確かな定着につながったと考えられる。また、
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図１ 理科で興味がある内容の回答の推移
図３ 『学んだことを友達に説明できる』の
回答比率の推移
図２ 関心・意欲・態度の回答結果
図４ 作品別の正答率
い』の回答比率の推移について図８に示す。『とても
あてはまる』、『ややあてはまる』と回答した児童は、
１回目の授業は79％から89％に増えた。
これらの結果から、学習内容を生かしたものづくり
を行うことによって、児童は学習内容と日常生活との
かかわりを実感することが出来たことが分かる。児童
が授業で身に付けた知識をものづくりの中で生かすこ
とで確かめることができ、それが児童の実感を伴った
理解へつながっていくと考えられる。
５.２.２　定着度テストの結果
「もののかさと力」「もののかさと温度」における
ものづくりの事前と事後に行った定着度テストのう
ち、「もののかさと温度」の各問題の正答率結果を図
９に示す。身の回りで空気や水の性質が使われている
製品名を答える問題を除くすべての問題で、ものづく
りの事前よりも事後の方が有意に大きくなった
（p<0.05）。身のまわりで、空気や水の性質が使われ
ている製品のしくみを説明する問題では、ものづくり
の事前において正答率は34％と低い正答率であった
が、ものづくり事後において74％と有意に大きくなっ
た。これは児童が、具体的な体験である「ものづくり」
を通して、主体的な問題解決を行ったことにより、実
②回路接続調査の結果
回路接続調査を「電気のはたらき」におけるものづ
くりの事前と事後で行い、その正答率の結果を図６に
示す。直列つなぎではものづくりの事前事後で正答率
71％から100％に向上した。並列つなぎの結果がわず
かしか向上しなかったのは、児童が用いたつなぎ方が
影響していると考えることができる。
５.２　「もののかさと力」「もののかさと温度」の結
果及び考察
５.２.１　意識調査Ⅱの回答結果
ものづくりの毎授業後に回答させた「意識調査Ⅱ」
の回答結果（図７）のうち、『今後の生活に生かした
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図５ つなぎ方別の正答率
図６ 回路接続実習での正答率
図７ 「意識調査Ⅱ」で有意傾向が認められた
質問項目の回答得点 図９ 「もののかさと温度」の定着度テストの正答率
図８ 『今後の生活に生かしたい』の回答比率
の推移
１学級のみであったので、今後は実践協力校を公立小
学校にも拡大し、実践・調査を行っていきたい。
○意識調査や定着度テストの実施によって、子供たち
へ負担をかけてしまった面がある。今後は、被験者で
ある子供たちへの負担が軽減されるように、調査方法
や評価方法の改善を図っていきたい。
○今回、実際の教育現場におけるものづくりの実態に
ついて調べることができなかった。今後は、「ものづ
くり」を指導する上での問題点や課題点について、公
立小学校の教員に対してアンケート調査等を実施し、
その結果からものづくり指導に困難が生じている単元
やその理由などを明らかにするとともに、新たな教
材・教具の開発、学習単元全体の構成を工夫していき
たい。
参考文献
１）文部科学省『小学校学習指導要領解説　理科編』2008年８
月　大日本図書
２）文部科学省『「ものづくり教育・学習に関する懇談会」報
告書』2001年
３）井口、金井、北爪、加藤『小学校理科のものづくりの指導
とその効果』日本産業技術教育学会第21回関東支部大会
講演論文集　pp.85-86 (2009)
４）科学技術振興機構理科教育支援センター、国立教育政策研
究所教育課程研究センター
『平成20年度小学校理科教育実態調査【集計結果（速報）】』
2008年11月
５）国立教育政策研究所『平成15年度教育課程実施状況調査
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感を伴った理解につながった結果ではないかと考えら
れる。
６．成果と課題
今回、小学校理科における「ものづくり」において、
『学習内容の定着（実感を伴った理解）』を図ることを
ねらいに、日常生活に関連付けた資料の提示や構想図
に表す活動の設定などの手立てを取り入れて実践した
結果、以下のような結論を得ることができた。
○児童の意識調査の結果から、子供たちがそれまでの
学習の成果と日常生活とのかかわりを意識しながらも
のづくりをすることで、日常生活の中に自然事象の性
質や規則性が存在していることを確かめたり、作品づ
くりへの意欲を高めながらものづくりに取り組んだり
することができた。
○構想図をかく際、キーワードを提示したり、キーワ
ードと図や絵を関連付けながら書き込むよう促したり
したことで、子供たちが学習の成果を整理するととも
に、作品づくりの見通しをもつことができ、自分の思
いを生かしたものづくりをすることができるようにな
った。
これらの結果から、実感を伴った理解を図るために
は、学習の成果と日常生活とを関連付ける学習を行う
ことが有効であることが分かった。しかし、次のよう
な反省点や課題も明らかになった。
○小学生を対象とした今回の研究では、被験者が少な
かったため、結果が大きく向上していても、有意差が
認められないものもあった。また、調査を行ったのが
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の好きな教科を問う項目〔複数回答可〕、興味がある
理科の学習内容を問う項目〔複数回答可〕、理科やも
のづくりの関心・意欲・態度を問う項目〔12項目、5
件法〕に回答させた。さらに、観察（講義の取り組み
方、作業の取り組み方）、定着度テストを行った。
自己評価アンケートは、既往の研究で用いられた質
問項目（内容は図２に示す）を参考にして作成し、各
観点５～１点で評価した。観察による調査では、観察
評価基準６）を用いて、各観点５～１点で評価した。定
着度の調査では、学習内容に関連する内容のテストを
担当教諭と相談して作成し、単元最後の授業後に行っ
た。
３．結果及び考察
３.１　５年生の結果
３.１.１　アンケート結果
図１のように、理科において、単元最初より単元最
後の方が大きい有意差が出た。他の教科も向上又は低
下する傾向は見られるが、有意差は出なかった。この
ことから、授業形態は各学級多少異なるものの、『て
このしくみとはたらき』の単元は、児童にとって、理
科の興味を高める単元であることが分かった。
５年の単元最初と単元最後に回答させた理科やもの
づくりの関心・意欲・態度アンケートの全体の回答結
果を図２に示す。問1『理科が好き。』のみにおいて、
単元最初より単元最後の方が大きい有意差が出た。こ
のことから、授業形態は各学級多少異なるものの、
『てこのしくみとはたらき』の単元は、児童にとって、
理科の興味を高める単元であることが分かった。
１．はじめに
小学校理科の物質・エネルギーの指導に当たって、
物の性質やその働きについての科学的な見方や考え方
の実感を伴った理解のために「ものづくり」が導入さ
れている。しかし、理科でのものづくりの効果につい
てはあまり報告されていない。そこで、本研究では小
学校における理科のものづくりによって、児童はどの
ような影響を受けるのかについての調査を行った。
２．研究方法
２.１　調査対象
公立SM小学校の協力を得て、2008年11月12日～12
月10日にかけて、５年生３学級90名、６年生３学級78
名に対して、５年生の『てこのしくみとはたらき』の
単元と６年生の『電流のはたらき』の単元で、２時間
続きの授業を1回とし、４回にわたって調査した。
５年生の『てこのしくみとはたらき』の単元では、
1回目の授業では、てこを体験的に感じ取る授業で作
業は班単位で行われ、２回目の授業では、てこの法則
を学ぶ授業で作業は班単位で行われ、３回目の授業で
は、上皿てんびんの使い方を学ぶ授業で作業は班単位
で行うが、個で作業に取り組む時間帯多く、４回目の
授業では、ものづくりからてこを学ぶ授業で作業は個
で行われた。１組と３組では、教師（担任）が実験方
法を指定して児童が実験し、２組では、教師（担任）
が実験方法を定めず、児童に自由に行わせた。３組の
４回目は種々の理由で期間内には行わなかった。
６年生の『電流のはたらき』の単元ではすべての授
業を理科担当の教師が行った。１回目の授業で電流の
はたらきの授業の導入、２回目の授業で市販のキット
を用いてコイルモータ等を製作する授業、３回目の授
業で２回目の内容の継続、４回目の授業で製作の中で
行った実験のまとめが行われた。１組の2回目の調査
は日程の関係で調査することができなかった。
２.２　調査方法
単元の始めと単元の終わりに、自己評価アンケート
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資料１ 小学校における理科の『ものづくり』の授業についての調査
（文献３「小学校理科のものづくりの指導とその効果」を基にして再構成した）
図１ ５年の好きな教科アンケート結果
３.１.３　定着度結果
１組～３組の間で有意差は出なかったことから、授
業形態の違いはテストに影響しないことが分かった。
また、少し自由度があった学級は、授業に意欲的に取
り組んでいる児童ほど理解度が高くなることが分かっ
た。
３.２　6年生の結果
３.２.１　アンケート結果
６年の単元最初と単元最後に回答させた好きな教科
アンケートの回答結果を図５に、関心・意欲・態度の
回答結果を図６に示す。単元最初から単元最後にかけ
て、理科に有意差のある向上は見られなかった。この
ことは、６年生はもともと理科の興味関心が高かった
ため、『電流のはたらき』の単元によって、６年生の
理科の興味関心を高めることにつながらなかったと予
想できる。
３.２.２　観察結果
３学級の講義の取り組み方、作業の取り組み方の観
察結果を図７に示す。講義の取り組み方より作業の取
り組み方の方が大きい有意差が出た。1～4回目の講義、
作業において、学級間の有意差は出なかった。このこ
とから、授業者や授業形態が同じであれば、児童の授
業の取り組み方に違いが出ないことが分かった。
３.１.２　観察結果
５年の講義の取り組み方、作業の取り組み方の観察
結果を図３に示す。３回目・４回目において、講義の
取り組み方より作業の取り組み方の方が大きい有意差
が出た。このことから、児童は、授業内容や形式にも
よるが、授業に対して、講義と作業の取り組みは同等
もしくは講義よりも作業の方が意欲的に取り組むこと
が予想できる。
５年の講義の取り組み方と作業の取り組み方の関係
結果を図３に示す。講義の取り組み方と作業の取り組
み方の間に図４のように有意な関係が見られた。この
ことから、講義の取り組み方が良い児童は、作業の取
り組みも良いと予想できる。
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図２ ５年生理科やものづくりの関心・意欲・態度
図３ ５年生の講義の取り組み方、作業の取り組み方の観
察結果
図４ 講義の取り組み方と作業の取り組み方の関係
図５ ６年の好きな教科のアンケート結果
図６ ６年の理科やものづくりの関心・意欲・態度
４．まとめ
以上の調査から次の点が明らかになった。理科の授
業をすることによって、児童の理科に対する興味関心
は向上するが、ものづくりを授業に取り入れると、児
童の理科やものづくりに対する興味関心がより向上す
る。講義の取り組み方が良い児童は、作業の取り組み
も良い。定着度には、ものづくりの有無や学級の雰囲
気の影響は表れない。
（いぐち　かつみ・きたづめ　みほ・かない・だいき・かとう・こういち）
３.２.３　定着度結果
１組～３組の間で有意差は出なかったことから、学
級の雰囲気の違いによるテストの影響はないことが分
かった。
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図７　３学級の講義の取り組み方、作業の取り組み方の
観察結果
